
１２月２１日（木） 音楽サークル Musikverein 

今年最後の 12月例会は 19名の参加を得て、初めて「なかの ZERO 視聴覚ホール」で開催し

ました。ご担当は渡部晃男さんで、タイトルは『私の好きなピアニスト（故人編）』でした。「この演

奏が印象に残った、こんなところが好きなぁと思ったピアニストたちから、記憶に残っている「出

会い」があった数人を選んだ」とのことでした。 

イヴ・ナットに始まり、ルドルフ・ゼルキン、グレン・グールド、アルトゥール・ルービンシュタイン、

ウラディミール・ホロヴィッツ、スヴャトスラフ・リヒテル、サンソン・フランソワ、そして最後はアル

トゥーロ・ベネディッティの 8人、錚々たるピアニストが並びました。それぞれのピアニストたちと

の出会いや思い出と共に、ピアニストの特色がわかる短い曲を、解説を受けながら順番に名演

奏を鑑賞しました。流石にどれも感動的で素晴らしい演奏で、最初から最後まで聴き惚れまし

た。 

懇親会では、なぜ女性ピアニストは入っていないのか、現代でこの 8人に匹敵するピアニスト

はいるか、今度は現役のピアニストでやって欲しい、等々の意見が出て大いに盛り上がりまし

た。久しぶりの懇親会でしたが、仲間が一堂に会しリラックスして会話することは命の洗濯にな

るなぁ（笑い）、と改めて思いました。 

   

                           


